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和
田
ふ
る
さ
と
館
は
、出
張
所
、農
産
加
工
実

習
所
、高
齢
者
談
話
室
、地
域
防
災
集
会
所
、歴
史

民
俗
資
料
室
、そ
し
て
ホ
ー
ル
を
兼
ね
備
え
た
複
合

施
設
と
し
て
平
成
１１
年
１２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
水
に
雨
水
を

利
用
す
る
な
ど
、環
境
に
配
慮
し
た
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

駐
車
場
と
し
て
、

ト
イ
レ
な
ど
の
休
憩
場
所
と
し
て
も

活
用
で
き
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
拠
点

和
田
ふ
る
さ
と
館

　今回は、『歴史民俗資料室』を簡単に紹介したいと
思います。玄関を入ると右手に事務所があり、声をかけ
て「資料室」の電気をつけてもらいました。

　佐倉市の最も東部に位置する和田地区は、古くか
らの農業地域です。和田小学校PTAにより昭和46年に
「民俗資料収集委員会」が設けられ、失われつつある民
俗資料を収集、平成4年に佐倉市指定文化財指定、同11
年に佐倉市に寄贈されました。

　和田ふるさと館歴史民俗資料
室は、和田地区民俗資料を中心に
和田地区の歴史や暮らしの移り変
わりを分かりやすく展示する資料
室です。和田地区の歴史環境・自然
環境と地域の人材を活用し、生涯
学習と地域づくりの拠点となることを目指しています。

　資料室に入ると、和田地区で語り継がれた話（親は
うま酒、子は清水）などを、具象した大きなパネルに出
会います。

和田地域巡り

１．和田の歴史
　和田地区の歴史上の主な出来事について、 
　代表的な遺跡・史跡と共に解説。

２．伝える人受け継ぐひと
　和田地区で語り継がれているお話、遺跡、史
　跡や伝統を守る人々、昔から続いている年
　中行事やまつりを紹介。

３．かわってきた人々のくらし
　かつて和田地区で使われていた稲作・畑
　作・養蚕・はたおり・くらしの道具を展示。
　そして、「和田はたおり保存会」による、は
　たおり機の保存と技術の伝承を行う「ふる
　さと伝承室」へとつながっていました。
　昔の人々のくらしの資料などを拝見し、
　子供時代を懐かしく思いだしました。
　のんびりとした秋のひとときを、此処でお
　楽しみください。

　
不
思
議
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
伝
統
的
な
空
間
の
飾
り
物 

『
ヒ

ン
メ
リ
』を
、
家
の
中
の
演
出
に
取
り
入
れ

る
と
趣
が
生
ま

れ
ま
す
。  

こ
れ

を
作
る
9
月
17

日
の
講
習
会
を

取
材
し
ま
し
た
。

光
の
モ
ビ
ー
ル

ヒ
ン
メ
リ
の
世
界

は
じ
め
て
の
女
性
部
会
主
催
企
画

い
よ
い
よ
制
作
　

　
募
集
定
員
の
10
名
は
埋
ま
り
、マ
ス
ク
を
つ
け
た

参
加
者
は
、受
付
で
検
温
と
手
指
の
消
毒
を
済
ま
せ

て
か
ら
席
に
着
き
ま
し
た
。 

女
性
部
会
の
主
催
な

が
ら
男
性
の
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。 

講
師
の
岡

崎
章
子
先
生
に
よ

る
作
り
方
の
説
明

を
頭
に
入
れ
て
か

ら
、作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。 

材
料

は
乾
燥
し
た
麦
藁

の
細
い
ス
ト
ロ
ー(

講
習
で
は
化
成
品
を
使
用)

と

糸
。 

道
具
は
ハ
サ
ミ
の
み
。 

作
り
方
の
基
本
は
、ス

ト
ロ
ー
に
糸
を
通
し
て
三
角
形
を
作
り
、急
所
に
な

る
三
角
形
の
頂
点
の
糸
は
し
っ
か
り
と
縛
り
、そ
こ

か
ら
ス
ト
ロ
ー
を
連
ね
て
立
体
に
す
る
こ
と
で
す
。

簡
単
な
よ
う
で
す

が
、正
し
い
手
順
と

コ
ツ
が
分
か
る
ま

で
は
、指
先
の
針
と

ス
ト
ロ
ー
を
ジ
ッ
と 

眺
め
て
は
、テ
キ
ス

ト
で
確
か
め
ま
す
。 

糸
の
順
番
を
考
え
、指
先
を
細

か
く
動
か
す
作
業
は
、脳
を
刺
激
し
ま
す
。 

先
生
や

女
性
委
員
の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
1
時
間
ほ
ど

経
っ
た
頃
に
は
、大
小
の
三
角
錐

を
4
つ
連
ね
た
、 ク
リ
ス
マ
ス
の

樅
ノ
木
の
ヒ
ン
メ
リ
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。 

軽
く
風
を
起
こ
す

と
、ほ
の
か
に
揺
ら
め
き
ま
す
。  

講
習
の
最
後
に
は

く
じ
引
き
が
あ
り
、先
生
の
ヒ
ン
メ
リ
作
品
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
茶
話
会

　
作
品
づ
く
り
の
後
に
は
、

参
加
者
と
委
員
と
の
交
流

茶
話
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

自

己
紹
介
に
続
く
自
由
な
お
喋

り
で
は
、当
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
希
望
や
就
労
情
報
に
関

わ
る
日
ご
ろ
の
思
い
、仕
事

で
の
楽
し
み
の
発
見
や
会

員
と
の
交
流
の
経
験
談
、会

員
を
長
期
継
続
す
る
秘
訣

等
々
、会
員
の
身
近
な
話
題
に
話
は
膨
ら
み
、和
や

か
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と

　
女
性
会
員
を
増
や
し
、会
員
同
士
の
交
流
の
機
会

を
充
実
さ
せ
る
の
に
、特
色
あ
る
取
り
組
み
に
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
一
例
が
、女
性
部
会
主

催
の
催
し
物
を
二
ヶ
月
に
一
回
は
企
画
す
る
計
画

で
す
。 

こ
れ
に
は
、ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
形

式
の
企
画
を
発
展
さ
せ
て
、女
性
部
会
が
各
地
域
に

出
向
く『
出
前
会
議
』(

仮
称)

の
よ
う
な
形
式
も
検
討

中
と
の
こ
と
で
す
。 

会
員
の
移
動
時
間
と
距
離
を

縮
め
て
参
加
し
易
く
す
る
ア
イ
デ
ア
で
す
。 

ま
た
、

組
織
の
正
式
名
称
で
あ
る『
女
性
部
会
』に
愛
称
を

つ
け
る
プ
ラ
ン
も
温
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、創
意

工
夫
す
る
女
性
部
会
の
意
気
込

み
を
感
じ
ま
し
た
。  

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

取
材
担
当
／
広
報
副
委
員
長
　
徳
野
　
廣  

一

 作品

分かりにくいところは
助けてもらいます

形になってきました

ア
ク
セ
ン
ト
の

玉
を
つ
け
て
完
成

〠 285-0052  佐倉市八木850番地1  TEL : 043-498-4000　
　　営業時間午前9時～午後5時　休館日（月曜日、祝日、年末年始）　

散策コースの発着点

 

ヒ
ン
メ
リ
の
作
り
方
の
説
明

は
じ
め
る
前
に
　

　『
ヒ
ン
メ
リ
』の
歴
史
は
古
く
、 

ラ
イ
麦
の
収
穫

祭
や
北
欧
で
太
陽
の
復
活
を
祝
う
冬
至
祭
の
飾

り
物
に
由
来
す
る
よ
う
で
す
。  

仄
か
な
キ
ャ
ン
ド

ル
の
光
に
輝
く
麦
藁
と
、 

そ
の
揺
ら
め
く
影
と
の

不
思
議
な
調
和
か
ら
、『
光
の
モ
ビ
ー
ル
』と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
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取材担当／広報委員　長谷川　幸雄

小
林  

茂
雅（
雅
号
：
明
春
） 会
員

取材担当／広報委員　小野寺　弘孝

スマホでも
ご覧下さい

動 画

　

本
年
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
植
木
職
養
成
特
別
講
習
は

９
月
２７
日
の
修
了
式
を
前
に
、
仕
上
げ
の
段
階
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
お
客
様
邸
で
の
実
習
と
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

２
階
で
の
講
習
を
取
材
し
ま
し
た
。

植
木
職
養
成
特
別
講
習

密度の高い広範囲な講習内容
　現在植木職として活躍されている会員は
約130名。 佐倉シルバー人材センターの中
で、植木職は最も高収益な職群です。 この高
収益職群を支えてきたのは、長年に渡って毎
年１０人前後の植木職を育ててきた
植木職養成特別講習の人材育成に
依るものです。 ３０期生にあたる今
年度の受講生は１１名、講師は菊間
敏文さんと井澤勝彦さんです。
　講習は毎年2月から9月まで7か月間、40日
の密度の高い講習スケジュールが組まれて
います。 ワークプラザでの座学もあります
が、大半は市内小中学校の敷地やお客様邸で
の剪定作業実習です。 さらに縁石や庭園の
知識、垣根作りなど植木に関わる広
範囲な知識・技術の習得が組み込ま
れています。 ここ2年間は新型コロ
ナの影響で中止となりましたが、例
年9月には六義園と小石川後楽園の
庭園見学も行われています。

お客様邸での剪定作業実習
　９月６日のお客様邸での実習当日、センターへの集合時
刻の７時には、既に出発準備が整っていました。２台の軽
トラックには大型三脚が南京結びでぎっちりと結び付け
られ、個数管理された色々な作業用具が積み込まれてい
ました。
　積込みの合間に菊間講師に伺いました。 「今年度の受講
生は皆さんお元気で、全員卒業見込みです。 佐倉シルバー
人材センターの植木職講習は、教本
に基づいて、代々先輩方から継承さ
れた幅広い高い技術を習得できる教
育プログラムが組まれています。」
　朝礼では両講師から本日のお客様
の説明と注意事項の連絡があり、最
後に安全標語を唱和し、7時20分に
は3台の軽トラックと乗用車2台が、
一斉にセンターを出発しました。
　8時にはお客様宅に到着し、受講

生の皆さんは早速
分担された作業に取り掛かっていまし
た。 三脚で作業している受講生に対し
て、講師は三脚転倒防止紐と命綱の装
着を確認していました。
菊間講師から本日のお客様について説

明頂きました。     「１０年
以上講習に使わせて
頂いているお客様で
す。 広いお庭に、植木
職の研修に無くてはな
らない樹種が所狭しと
生えています。 色々な
技術を身に付けるのに
格好のお庭で、大変有
難く思っています。」
　作業の合間に受講
生にもお聞きしました。 染谷輝さん、「講習で
は木の種類に応じた剪定のし方、木の形の作
り方、工具の使い方などをきっちり教えて頂

きました。 10月からは新た
に先輩の方々と一緒に仕事
を行うことになる点でちょっ
と不安なところはあります。」
　唯一の女性受講生の越智
玲子さんからは、「昔から植
木に興味がありました。 高い
ところに登ることは怖くない

ですが、重いものを持つ時などは男性との違いを感じま
す。 でも皆さん気さくな方々で、楽しくやっています。」  
お客様邸の広いお庭での剪定作業は更にもう1日、合わせ
て2日で終了しました。

仕上げの座学講習
　9月13日には、9回の座学講習の最終回がワークプラザの
2階で行われました。 講師の羽部常務理事からはセンター
の定款、就業規約など規程類の解説、事故防止に関する留意
事項、講習終了後1年間の見習い期間中の就業状況などにつ
いて説明がありました。 質疑応答では、受注状況の現状と今
後の見通しや、トラックなどの設備購入などについて、熱心
な突っ込んだ質問が多数出されました。 最後に菊間講師か
ら植木職についての名言集の解説があり、午前中の講習が
終了しました。
　受講生の皆さん、7か月の講習お疲れ様でした。 これから
は植木職の親方として、お元気でご活躍下さい。

人
と

趣
味

書
を
板
に
彫
る
「
刻
字
」
に
魅
せ
ら
れ
て　

余
年
、

現
在
も
制
作
活
動
に
励
む
小
林
さ
ん
を
取
材
し
て

「
刻
字
（
こ
く
じ
）」
と
は
何
か
と
、
そ
の
魅
力
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　「刻字」と係る動機となったものは、中
学生の頃から木の版画で年賀状を作った
り、文字や絵を彫ることに興味があったこ
とです。 東京に勤務していた40代前半、
千葉県主催「高校解放講座」の「刻字講座」
を受講。 約４か月で無事に講座を修了す
ると、受講した仲間で１９９１年に「佐倉刻
字愛好会」を立ち上げました。 佐倉中央公
民館を会場に月2回の土曜日に、講座の講
師であった先生を指導者に迎え、学習を
継続する中、当初からの愛好会メンバー
は自分一人となり、会長として20名程の
会員と制作活動をしています。

　「刻字」を簡略的に表現すると「書を板
に彫る」となります。 具体的に説明する
と、墨と筆で揮毫した書を原稿にして、そ
れを板にノミ、彫刻刀などで凸に彫った
文字(陽刻)に金箔を貼ったり、着色するな
どの彩色を施して仕上げたものです。

 書道の一つの分野で、「毎日書道展」では
刻字が独立したテーマ分野になってお
り、また日本刻字協会という全国組織も
あり、毎年「日本刻字展」が開催されてい
ます。 刻字愛好会の多くの会員が作品を
出品しているそうです。

　「刻字」の魅力を簡単に言い表すと、白
黒の世界である「書」が、板に彫り入れ、彩
色することで、カラフルな美術工芸品に
生まれ変わり、刻字を通して新たな書の
世界が広がるところと言えます。そして
多くの作品が長く生き残ります。

 実用的には、神社・仏閣の銘板や扁額、
商店などの看板、住宅の表札などがありま
す。佐倉城址公園内にある３ヶ所の屋根
付き立て看板「佐倉城址公園」は、刻字愛
好会の会員有志が２０年以上前に制作し、
彩色は2回修復したものです。

　現在も佐倉中央公民館の会場（3階「ア
トリエ」）で、毎月第2、第4の土曜日午後１
時から4時まで板に彫るなど学習をして、
完成した作品の発表は、毎年臼井公民館

　　　　　　　　　

３０

で展示会を開催し、今年は規模を縮小して
第29回展を開催しました。 初心者や興味
のある方のために、毎年７月に「体験講習
　　　　 会」を開催5回の講習で1作品を
　　　　　 完成しています。 今年も8名
　　　　　　が受講しました。 もちろん中
　　　　　　 央公民館での学習時間内
　　　　　　なら、いつでも自由に見学
　　　　　　できます。 80歳まで現役で続
　　　　  けたいと　言う小林さんが、懇切
丁寧に説明してくれますので、ぜひ「刻字」
という美術工芸品を見に来て下さいと
語ってくれました。

菊間講師

井澤講師と越智さん

生垣刈込作業の染谷さん

講師と受講者の皆さん

軽トラに積まれた大型三脚

朝礼風景

座学講習風景
← 三脚転倒防止紐と命綱を装着

 石膏ボードの作品と小林さん

刻字愛好会の制作した立て看板

 文字を凸に彫る
本ノミ作業

↑ 陽刻 ( 左 ) と凹に彫る陰刻 ( 右 ) の作品 ↑ 31 年前の処女作「望」と最新作「吉」


